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                                       平成１９年４月２７日 

各      位                                         会 社 名  東亜ディーケーケー株式会社 

代表者名  代表取締役社長 佐々木 輝男 

（コード番号 ６８４８  東証第２部） 

問合せ先  常務取締役    登 坂  邦 秀 

（ＴＥＬ ０３－３２０２－０２１１） 

 

業績予想の修正及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成１８年１０月３１日付「業績予想の修正及び事業の一部譲渡に伴う特別損益の発生に関するお

知らせ」で公表した平成１９年３月期の通期業績予想および平成１８年５月１６日決算発表時に公表

した配当予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

１．平成１９年３月期通期業績予想の修正（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日） 

(1) 連結通期の業績予想数値の修正 

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） １４,１５０ ５００ ５５０ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） １４,０４２ ７２８ ５９０ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △１０８ ２２８ ４０ 

増 減 率            （％） △０.８ ４５.６ ７.３ 

（ご参考） 

前期実績（平成１８年３月期） 
１３,４６３ ５５６ ４４３ 

 

(2) 単独通期の業績予想数値の修正 

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） １３,３５０    ４００    ４５０ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） １３,１１５ ５０５ ４５７ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △２３５ １０５ ７ 

増 減 率            （％） △１.８ ２６.３ １.６ 

（ご参考） 

前期実績（平成１８年３月期） 
１２,９８９ ３７５ ３２３ 

 

(3) 修正の理由 

当期売上高につきましては、電子計測機器部門の事業譲渡（平成 18 年 11 月 1 日付）により、

同部門売上高の減少による影響が懸念されましたが、好調な景気動向を反映して概ね順調に推移

いたしました。なお、連結の経常利益につきましては、子会社の売上増とコストダウンによる間

接費の回収が予想以上に進み、前回予想を大幅に上回る見通しとなりました。 
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２．平成１９年３月期配当予想の修正（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日） 

(1) 配当の内容 

 中 間 期 期    末 年    間 

前回発表予想 

（平成 18 年５月 16 日） 
― ６円００銭 ６円００銭 

今回修正予想 ― ７円００銭 ７円００銭 

（ご参考） 

前期実績（平成 18 年３月期） 
― ６円００銭 ６円００銭 

 

(2) 配当予想修正の理由 

当社グループは、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要政策として位置づけております。

当期は、１株当たり年間６円の普通配当を予定しておりましたが、電子計測機器部門の事業譲渡

による譲渡益の発生等により、当期純利益が増加いたしましたので、特別配当１円をプラスして

７円とすることといたします。 

なお、本件につきましては、平成 19 年 6 月 28 日開催予定の定時株主総会においてご提案する

予定です。 

  

 

 

以 上 


